
　
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
通
常
の
生
き
が
い
活
動
支
援

通
所
事
業
以
外
に
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
者
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
一
般

の
高
齢
者
の
方
々
を
対
象
に
次
の
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
コ
コ
ロ
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
講
座

　
「
脳
の
老
化
と
病
気
の
ち
が
い
」

　●

日
時
…
２
月
27
日
（木）
　
午
後
２
時

　
〜
３
時

　●

場
所
…
萩
野
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
物
忘
れ
や
今
ま
で
で
き
て

　
い
た
こ
と
が
で
き
な
い
、
い
ろ
ん

　
な
こ
と
に
意
欲
が
な
く
な
っ
て
き

　
て
い
る
な
ど
不
安
な
気
持
ち
を
解

　
決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　●

講
師
…
松
波
希
代
子
さ
ん
（
あ
き

　
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
統
括
責
任

　
者
）

　●

対
象
…
市
内
在
住
で
物
忘
れ
な
ど

　
の
不
安
や
悩
み
を
感
じ
て
い
る
方

　
と
そ
の
家
族

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
無
料

▽
は
じ
め
て
の
絵
手
紙

　●

日
時
…
３
月
17
日
・
24
日
の
月
曜

　
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　●

場
所
…
五
日
市
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
初
め
て
の
方
、
経
験
者
の

　
方
も
お
話
し
し
な
が
ら
描
い
て
み

　
ま
し
ょ
う
。

　●

講
師
…
山
本
啓
子
さ
ん

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

　●

定
員
…
10
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
１
回
千
円

　●

持
ち
物
…
絵
手
紙
の
道
具
が
あ
る

　
方
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
い
方

　
は
、
セ
ン
タ
ー
で
用
意
し
ま
す
。

▽
楽
し
く
俳
句
を
つ
く
ろ
う
！

　●

日
時
…
３
月
12
日
〜
９
月
24
日
の

　
第
２
・
第
４
水
曜
日
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

　●

場
所
…
萩
野
セ
ン
タ
ー

　●

内
容
…
初
め
て
の
方
も
、
経
験
者

　
の
方
も
感
じ
た
こ
と
を
詠
ん
で
み

　
ま
し
ょ
う
。

　●

講
師
…
高
木
勝
代
さ
ん
（
現
代
俳

　
句
協
会
会
員
）

　●

対
象
…
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

　
方

　●

定
員
…
15
人
（
申
込
み
順
）

　●

費
用
…
１
回
千
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
各
セ
ン
タ
ー

　
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
…
平
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時

　●

萩
野
セ
ン
タ
ー
（
雨
間
５
３
３
―

　
１
、
☎
５
５
０
・
２
７
２
２
）

　●

五
日
市
セ
ン
タ
ー
（
舘
谷
台
17
、

　
☎
５
３
３
・
０
３
３
０
）

▽
入
賞
・
入
選
作
品
展
　
秋
川
流
域

　
の
風
景
・
風
俗
・
行
事
・
史
跡
な

　
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
応
募
作
品

　
（
油
彩
・
水
彩
・
ア
ク
リ
ル
・
パ

　
ス
テ
ル
画
）
の
中
か
ら
、
厳
正
な

　
審
査
に
よ
り
選
ば
れ
た
入
賞
・
入

　
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　●

日
時
…
２
月
27
日
（木）
〜
３
月
３
日

　
（月）
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
27

　
日
は
午
後
１
時
か
ら
、
３
日
は
午

　
後
３
時
ま
で
）

　●

場
所
…
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
４
階
展

　
示
室

▽
表
彰
式
・
講
評
な
ど

　●

日
時
…
３
月
１
日
（土）
　
午
前
10
時

　
〜
正
午

　●

場
所
…
あ
き
る
野
ル
ピ
ア
３
階
ル

　
ピ
ア
ホ
ー
ル

　●

講
評
…
吉
岡
正
人
さ
ん
（
埼
玉
大

　
学
教
授
、
二
紀
会
委
員
、
あ
き
る

　
野
絵
画
展
審
査
員
）

▽
費
用
　
無
料

▽
主
催
　
第
４
回
あ
き
る
野
絵
画
展

　
実
行
委
員
会
、
あ
き
る
野
市
教
育

　
委
員
会

▽
問
合
せ
　
中
央
公
民
館
（
☎
５
５

　
９
・
１
２
２
１
）

▽
日
時
　
３
月
11
日
（火）
　
午
後
１
時

　
30
分
（
１
時
開
場
）

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
特
別
展
「
世
紀
の
日
本

　
画
」
の
開
催
に
伴
い
、
講
演
会
を

　
実
施
し
ま
す
。
日
本
美
術
院
の
歴

　
史
を
前
史
か
ら
た
ど
り
、
現
在
同

　
人
と
し
て
活
躍
す
る
作
家
の
初
期

　
作
ま
で
、
近
代
日
本
画
の
巨
匠
た

　
ち
の
代
表
作
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▽
講
師
　
河
合
晴
生
さ
ん
（
東
京
都

　
美
術
館
学
芸
員
）

▽
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

▽
定
員
　
１
２
０
人
（
申
込
み
順
）

▽
費
用
　
無
料

▽
そ
の
他
　
講
演
会
に
出
席
さ
れ
た

　
方
に
は
、
特
別
展
「
世
紀
の
日
本

　
画
」
（
後
期
…
３
月
１
日
（土）
〜
４

　
月
１
日
（火）
、
東
京
都
美
術
館
で
開

　
催
）
の
招
待
券
を
１
人
１
枚
ず
つ

　
差
し
上
げ
ま
す
。

▽
共
催
　
日
本
放
送
協
会

▽
申
込
み
方
法
　
２
月
17
日
（月）
か
ら

　
電
話
か
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ
　
中
央
公
民
館

　
（
☎
５
５
９
・
１
２
２
１
）

※
最
新
情
報
を
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（h

ttp
:/
/
a
k
ig
a
w
a
-
k
ira

　ra
h
a
ll.jp

/

）
で
ご
案
内
し
て

　
い
ま
す
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
窓

　
口
に
て
発
売
（
発
売
初
日
の
電
話

　
予
約
受
付
は
正
午
か
ら
）

※
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
で
も
発
売

＊
平
野
屋
…
☎
５
９
６
・
０
０
０
２

　
（
午
前
９
時
〜
午
後
10
時
、
毎
週

　
日
曜
日
休
み
）

＊
西
多
摩
新
聞
社
…
☎
０
１
２
０
・

　
61
・
３
７
３
７
﹇
午
前
10
時
〜
午

　
後
５
時
、
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
休

　
み
（
２
月
22
日
（土）
を
除
く
）
﹈

＊
２
月
19
日
発
売
分
の
チ
ケ
ッ
ト
取

　
扱
店
で
の
発
売
は
、
平
野
屋
が
19

　
日
（水）
か
ら
、
西
多
摩
新
聞
社
が
22

　
日
（土）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
発
売
初
日
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
枚
数

　
は
１
人
５
枚
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。

※
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
「
友
の
会
」

　
会
員
の
方
は
発
売
日
前
日
の
午
前

　
10
時
か
ら
電
話
で
優
先
予
約
を
受

　
け
付
け
ま
す
。

※
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
店
で
は
会
員
優
先

　
予
約
や
友
の
会
割
引
で
の
販
売
は

　
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
グ
リ
ー
ン
ハ
ー
ト
カ
ー
ド
を
お
持

　
ち
の
方
は
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
ま

　
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
５
月
10
日
（土）
　
午
後
５
時

　
（
４
時
30
分
開
場
）

▽
料
金
（
全
席
指
定
）
　
一
般
３
５

　
０
０
円
、
友
の
会
３
２
０
０
円

▽
日
時
　
６
月
14
日
（土）
　
午
後
４
時

　
（
３
時
30
分
開
場
）

▽
料
金
（
全
席
指
定
）
　
一
般
３
５

　
０
０
円
、
友
の
会
３
２
０
０
円

▽
日
時
　
７
月
13
日
（日）
　
午
後
４
時

　
30
分
（
４
時
開
場
）

▽
料
金
（
全
席
指
定
）
　
一
般
４
千

　
円
、
友
の
会
３
６
０
０
円

高
齢
者
在
宅

　
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
げ
ん
き
応
援
事
業

予
約
・
問
合
せ

☎
５
５
９
・
７
５
０
０

　レンジャーになって４年目を迎え

た今年度は、調査、登山道の補修・

管理、地域との協働、市内小学生へ

の自然体験学習や森の子コレンジャ

ーなどの環境教育事業と多岐にわた

る活動に、新たにアニマルサンクチ

ュアリ活動も加わりました。その中

でも私たちの活動の柱となる地域と

の協働作業では、歴史や文化、昔の

森や森と人の関わり、森に点在する

石碑や祠のいわれなど、森を調査し

ているだけでは見えてこない重要な

ことを地域の皆さんから教えていた

だきました。

　この協働がなければ、自然と人が

共に生きてきたあきる野の素晴らし

さを知ることはできなかったでしょ

うし、地域との絆も生まれなかった

と思っています。

　昨年11月には、これまでの活動で

関わりのあった地域の方と協働でツ

アーを実施しました。

　１つは健脚者向けの自然と歴史を

知る登山ツアーです。地域の歴史を

独学で研究しているサポートレンジ

ャーの鈴木さんが石碑にまつわる謎

をひも解き、レンジャーが自然を解

説しました。もう１つは、森の現状

を知る森歩きと炭焼き作業体験ツア

ー。レンジャーが見てきた森や野生

動物のことを伝え、次世代へ自然を

残すためにさまざまな取組（竹炭や

竹酢液の製造・販売、広葉樹の育苗・

植樹、森の手入れ、川の水質調査な

ど）を続ける「自然を昔に戻す会」

の皆さんが、あきる野に生きる人の

姿を伝えてくれました。

　ツアーを実施するにあたっては、

ルートの実踏だけでなくプログラム

も共にデザインし、準備を分担しな

がら夏ごろからじっくりと進めまし

た。参加者に“私も自然や地域のた

めに何かできることをしたい！”と

思わせるツアーとなったのは、こう

した地域の協力があったからです。

　今後も、地道な活動を続ける皆さ

んが地域の宝だということを多くの

方に気付いてもらい、宝である皆さ

んには素晴らしい活動と認められて

いるという意識が力となるような協

働ツアーを企画します。それが、森

と人のより良い関係を築くためにレ

ンジャーとして活動してきた私の使

命だと信じて続けていきます。

　　　　　　　　　　　（加瀬澤）

○日時　３月１日㈯　午後１時

　30分～４時

○場所　秋川体育館小体育室

○内容　各児童館での一年間の

　活動の成果として、太鼓・ダ

　ンス・一輪車などの舞台発表

　を行います。

○その他　児童館こども芸術祭

　の当日、各児童館は、正午か

　ら閉館になります。

○問合せ　各児童館

岡
林
信
康
コ
ン
サ
ー
ト


